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佐脇　貴幸 1)

１.　はじめに

佐脇（2022）では，地質標本館の展示標本で観察できる

「節理」と「片理」について解説しました．その際に感じたの

は，「そういえば，『節理』とか『片理』以外にも，例えば『層

理』や『葉理』といった『理』が接尾辞になっている地質学用

語（特に岩石学的な記載用語）がいくつかあるが，なぜ『理』

なんだろう？」という疑問でした．「理」という漢字ですぐ

に思い浮かぶ一般的な熟語としては，例えば真理，理論，物

理，整理などがありますが，上述の地質学用語の「理」は，

これらとは何か違った意味合い・使い方が感じられます．

そこで，小論では，「理」という漢字の持つ意味（字義）を

再確認した上で，どんな「『理』の付く地質用語」があるの

か，いつごろから使われているのか，などについて調べた

ことを記します． 

２.　「理」の字義　

筆者の手元にあった漢和辞典（長澤，1974）では，「理」

の字義として

（�一）おさめる	（ア）整理する，（イ）さばく，（ウ）処理す

る，処置する，（エ）玉をみがく，（オ）すじみちをつけ

る，（カ）つくろう，修理する，（キ）区別する，（ク）飾る

（二）おさまる	（三）みち，道義	（四）道理，理くつ

（五）きめ	 （六）宇宙の本体	（七）理学

（八）かまう	 （九）治の代用字	（十）裁判官，理官

が示されていました．この中で，前述の地質学用語の接尾

辞の意に合いそうなものは，「すじみちをつける」という

意味ぐらいか，という感じがします．他の漢和辞典で調べ

てもおおよそ同じ内容ですが，「（五）きめ」に係わり，「木

のもくめ：木理」，「肌のきめ・すじ：肌理」などの意味も

示されていました．これらの意味であれば地質学的な記載

用語のイメージにだいぶん近づいた感じはしますが，まだ

いまいち腑に落ちません．そこで，さらに大きな字典で「理」

の字義を調べました．

上田ほか（1973）には「理」の字源として，「本義は玉を

ヲサメ磨くこと．転じて広く治め正す義とし，また玉の紋
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理（すじめ）の義より転じてミチスジ・コトワケ等の義と

なる．」（注：一部旧字体を修正）とありました．また，藤

堂（1993）には「理」の解字として，「里は『田』+『土』から

なり，すじめをつけた土地．理は『玉 + 音符里』の会意兼形

声文字で，宝石の表面にすけて見えるすじめ．動詞として

は，すじめをつけること．」とありました．どうやらこの「す

じめをつける」というところが，「理」が地質学用語の接尾

辞に使われていることの本質的な理由であろうと考えられ

ます．即ち，片理も節理も本来は面構造ではありますが，

我々がまず最初にその存在に気が付くのは，岩石表面上に

現れた線構造（すじめ）の模様であることが多いからです．

３.　明治時代の地質学用語の発生と整理

明治時代初期（文明開化期）には，西洋から日本に様々

な学問・技術・文化などがもたらされました．それらを吸

収するために，教育・研究機関の設立，お雇い外国人の来

日，西洋への留学，辞書・教科書・啓蒙書等の出版など，

様々な施策がとられました．もちろんその中には地質学，

鉱物学，鉱山学などの地球科学分野の学問・技術の導入も

あり，その過程は，例えば今井（1966），土井（1978），諏

訪（2015）などやその引用文献に詳しく解説されています．

このような西洋からの学問・技術・文化の導入において

は，外国語から日本語への翻訳が必須であり，例えば 1876

年（明治 9 年）出版（初版）の和田維
つ な し ろ う

四郎の〈金石學〉（和田，

1882）は，日本最初の鉱物学の教科書と位置付けられ，ド

イツの複数の鉱物学の教科書を基に翻訳・編集されていま

す．小論の主題としている「『理』の付く地質用語」，即ち岩

石組織の記載用語もこのような翻訳によって生みだされた

ものだと考え，明治時代前半の教科書，辞典，用語集等を

中心に調べてみることにしました．ただし，この時期の教

科書類には索引が付いておらず，どこにどのような用語が

記されているかを探し出すことは非常に難しいため，まず

は見出し語が明確な辞典・用語集（以下，辞書類）にあたる

ものについて調べることにしました．

惣
そう

郷
ごう

（1979）によると，幕末から明治にかけて出版さ

れた辞書類としては，1866 年（慶応 2 年）出版（初版）の
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〈改正増補 英和対訳袖珍辞書〉（堀・堀越，1869），1869

年（明治 2 年）出版の〈改訂増補 和譯英辭書〉（高橋ほか，

1869）があり，これらには Basalt，Granite などが収録さ

れていますが，あくまで一般的な英単語として収録されて

いると見なせます．これに引き続き，明治初期に出版され

た鉱物・岩石に関する辞書類としては，荒井（1872），宮

里（1874）があります．これらには，様々な鉱物名と共に

Basalt（ 柱
ハシライシ，タルキイシ

石 ），Granite（花
ミ カ ゲ イ シ

崗石），Gneiss（片
サ ン バ イ シ

麻石），

Schist（剥易キ石）などのいくつかの岩石名と訳語が収録さ

れています（ルビは原著のまま，以下同様）．また，武藤

ほか（1879）では，Basalt，Schist の項目はありませんが，

Granite，Gneiss などと共に，Graphic granite（文
モ ジ ミ カ ゲ イ シ

花崗石），

Volcanic rock（火山石：ルビは付けられていませんが，お

そらく「クワザンイシ」）などの岩石名が見られます．さら

に，矢田堀（1881）では，鉱物・岩石に関する見出し語数

は少なく，Granite，Gneiss などは収録されていないもの

の，Plutonic rocks（火
クワフンセキ

奮石），Sedimentary rocks（渣
サ サ イ セ キ

滓石），

Volcanic rocks（火
ク ワ ザ ン ト セ キ

山吐石）など，現代では見慣れない和

訳ではありますが，地質学を知る者にとっては馴染み深

い岩石名が収録されています．それらに加えて Stratified

（有
ユウソウルイ

層累），Unstratified（無
ム ソ ウ ル イ

層累）といった，岩石構造・組

織に近しい用語もあります．しかしながら，全般的にいえ

ば，これらの辞書類には岩石組織に関する用語はほとんど

収録されていません．

上記のような地質学用語は，それに関連する学問が進展

していく中で，必要性があってこそ発生し得る，と言えま

す．日本での鉱物学（及び岩石学）は，和田維四郎による「金

石学」から始まり，小
こ と う

藤文
ぶん

次
じ ろ う

郎（小藤，1884）により名付け

られた「鉱物学」へと整理されました（岡本・木下，1959，

序 p. 1）．これによって，明治初期の出版物内にあった鉱物

名の「揺れ」が整理され，小藤ほか（1890），和田（1904）等

に引き継がれて系統的な整理が進められました．また，岩

石名も玄武岩，花崗岩，片麻岩などのように語尾に「岩」を

付けた上で系統的に整理されました．このようにして地質

学が進展するにつれ，鉱物名や岩石名といった「もの」につ

いての名称（用語）は整理が進められましたが，その一方で

地質学用語全般，特に「もの」の状態を形容するための記載

用語に関しては，研究者の主観・思想といったものが入っ

てきやすいため，その統一・標準化は十分ではなかったで

あろうと推測されます．

その意味で，1914 年出版（初版）の地学用語集〈英和・和

英 地學字彙〉（東京地學協會，1916），1935 年出版の日本

最初の全般的な地質学用語に関する辞書〈地學辭典〉（加藤・

渡邊，1935）は，まさにその用語の統一・標準化を図った

ものと言えます（鈴木，1994，p. 63；会田，2023）．東京

地學協會（1916）の序文には「地學上ノ述語ヲ統一シテ斯學

ノ發達進歩ヲ圖ルハ本會責務ノ一ナリ……」，加藤・渡邊

（1935）の序文には「次が用語の統一化といふことであつて

それは本辭典の主目的の一つである．鑛物を礦物と書いて

見たり珪酸は硅酸ではなかつたか等の疑問躊躇は一掃しな

ければならぬ．……」と，学問的な進歩を支えるためには，

用語の統一が必要であることを強く主張しています．以上

のような地質学用語の発生と整理の流れを踏まえた上で，

「『理』の付く地質用語」に関してまとめていきたいと思いま

す． 

４.　「理」の付く地質用語

第 1 表に，「『理』の付く地質用語」の 8 種と，それぞれが

収録されている，東京地學協會（1916）以降の辞書類をまと

めました．第 2 表に，辞書類に収録されているそれぞれの

用語の解説の抜粋を示しました．第 3 表には，それらの用

語がいつごろから使われ始めたのか（初出）を調べた結果を

示しています．これらの用語を収録した辞書類を探すにあ

たっては，地徳（1999），会田（2023）の引用文献も参考に

しました．また様々な古い文書の検索に関しては，地質調

査総合センター（以下，GSJ）内に所蔵されている図書類，地

質調査所初期出版資料デジタルアーカイブ（https://gbank.

gsj.jp/ld/app/darc/　閲覧日：2023 年 12 月 20 日），国

立国会図書館デジタルコレクション（以下，NDL，https://

dl.ndl.go.jp/　閲覧日：2023 年 12 月 20 日）等を活用しま

した．

4. 1　層理（そうり）
「層理」は，地質学において最も基本となる用語で

す．地層という「もの」に対して，地層というものがどの

ような状態を成しているかを表現するための用語，と言

えばよいでしょうか．その実例は，GSJ のウェブサイト

に掲載されている砂岩泥岩互層，火砕流堆積物の成層構

造 の 写 真（https://gbank.gsj.jp/geowords/picture/photo/

alternation.html，https://gbank.gsj.jp/geowords/picture/

photo/bedding.html　閲覧日：2023 年 12 月 21 日），あ

るいは，地質標本館の代表的な展示物である褶曲模型

（https://www.gsj.jp/Muse/story/src/story_003.pdf　閲覧

日：2023 年 12 月 21 日）などに端的に示されています．

さて，「層理」の初出ですが，なかなか明確なことはわかり

ません．日本で最も古い地質学の教科書と思われる1876

年（明治 9 年）出版の〈百科全書　地質學〉（柴田，1876）に



GSJ 地質ニュース Vol. 13  No. 7（2024 年 7 月）          159

「理」の付く地質用語

第1表　「理」の付く地質用語

用語（日本語） 用語（英語） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 備考

層理
bedding,
stratification ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △a △a △a △a △a

葉理
lamina,
lamination △b △c - ○ △d - ○ ○ - ○ - ○ ○ △e ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

片理 schistosity ○ ○ △f ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

剥理 fissility △g - - - - ○ - △h - △i - △j △h - △k △l △l △l - △g △m △m △m △n

流理（構造）
flow texture,
flow structure △o ○ - ○ △p - ○ ○ - ○ - - ○ - ○ ○ ○ ○ - △o △o △o △o △o 「流理」だけで単独に

使われることは少ない

節理 joint ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

炭理 cleat, cleet △q ○ - - - ○ - ○ - ○ ○ - ○ - ○ ○ ○ - - - - - - △r 東部石炭協會（編）
(1949)にも収録

石理 texture ○ ○ ○ △s - ○ - △t ○ △u △v ○ △t ○ △w △t - △t ○ ○ ○ ○ ○ ○

文献

は，「砂質及ヒ石灰質等ノ巖石常ニ層状ヲナス者」（p. 2）， 

「有層嵓石」（p. 29）などの表現がありますが，「層理」は出

てきません．

NDL を利用して 1900 年以前の使用事例を検索した結

果，第 3 表に示したように，最も古いものとして 1881 年

の〈地學淺釋〉（雷侠児ほか，1881）が見つかりましたが，

訓点付きの表現のため，これを最初の用例と見るのは難し

いかと思います．その次のものとしては，1887 年の地質

図幅「富士」の説明書（鈴木，1887）が検索され，これが今

のところ確実な最も古い用例と思われます．その後は，地

質学の教科書（長濱，1892；脇水，1895）でも使われるよ

うになっています．

なお，地質図幅「福岡」の説明書（鈴木，1893）では，上

記の「富士」と同じ鈴木氏が著者ではありますが，こちらで

は玄武岩の割れ方（節理？）に対して，「層理」が使われてい

ます．これは，用語の用法がまだ明確に定まっていなかっ

たことを示していると思われます．

4. 2　葉理（ようり）
葉理は，層理よりも細かく薄い層状の構造をいいます．

実例としては，GSJ ウェブサイトに掲載されている平行葉

理 の 写 真（https://gbank.gsj.jp/geowords/picture/photo/

parallel_lamination.html　閲覧日：2023 年 12 月 21 日）

があります．

「葉理」についても，初出が確定できているわけでは

ありませんが，NDL で検索した結果，最初は鉱物の記載

用語として使われ始めたことがわかりました（第 3 表）．

例えば，〈金石學〉（和田，1882）で使われている「葉理」

は，その文脈からすれば，現在で言うところの比較的細か

い間隔の劈開でひらひらと鉱物が割れている状態にあたる

ものと思われます．

次いで，岩石の性状の記載用語として使われるように

な り， そ の 例 と し て 大 塚（1896）， 木 下（1930）， 今 井

（1931）などが見出されました．しかしながら，これらで

は岩石が薄くあるいは細かく割れたり剥がれたりする状

態，即ち「剥離」に近い意味での使われ方のようです．これ

と同様の使用例は，第 3 表には載せていませんが，明治後

期から昭和初期にかけての文献で多数見つかります．第 2

表で，応用岩石事典編集委員会（1986）や，木下（1966）

及びこれの旧版である各鉱物辞典で「葉理」にこの岩石の

剥離の意味を充てているのは，こういった背景があるから

でしょう．さらに，中村（1931），靑山（1933）などでは，

“Foliation”の訳語として「葉理」を充てており，これも現在

の使い方とは異なります． 

さらに，NDL で順に年代を下って検索していった結

果，表に載せているもの以外にもモンティスほか（1878，

第 1表	 辞書類中の「『理』の付く地質用語」
	 ○：収録有り，△：当該語はないが類似語・関連項目の収録有り，－：収録無し
	 A. 引用元の文献リスト
	 �1. 東京地學協會（1916）；2. 加藤・渡邊（1935）；3. 三野・工藤（1956）；4. 藤本・鈴木（1957）；5. 文部省（1960）；6. 柴田（1965）；7. 

小林ほか（1967）；8. 片山ほか（1970），木村ほか（1973）；9. 飯島・加藤（1978）；10. 地学団体研究会（地学事典編集委員会）（1983）；
11. 崎川ほか（1983）；12. 応用岩石事典編集委員会（1986）；13. 文部省（1988）；14. 国際協力事業団（1988）；15. 地学団体研究会（1996）；
16. 猪郷ほか（1998）；17. 日本地質学会（2004）；18. 鈴木（2005）；19. 鈴木（2009）；20. 木下ほか（1936）；21. 木下（1952）；22. 木下（1954）；
23. 木下（1960）；24. 木下（1966）．

	 B. 類似語・関連項目の収録（△）
	 �a. 成層；b. lamellar：葉片状， laminated: 葉状；c. lamina: 葉層，lamellar: 葉状など；d. lamellar structure, laminated structure: 層状組織；e. 

葉層；f. 片状構造；g. fissile: 剥性；h. はく離性；i. 剥離；j. 断裂劈開，剥離；k. 剥離性，剥離面；l. 剥離性；m. fissility の説明文はあ
るが訳語無し；n. fissility の説明文はあるが訳語無し．ただし cliff の説明文内に剥理を使用；o. 流状構造；p. 流レ組織；q. クリート；r. 
cleap，cleat: 炭層の劈開；s. 「火成岩の石理」，「変成岩の石理」という項目有り；t. 組織；u. 構造，組織；v. 組織，きめ．ただし地質
学用語としての取り扱いではない；w. 構造．
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第
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同
義

語
．

層
状

に
堆

積
す
る
岩

石
の

配
列

状
態

を
い

う
．

堆
積

岩
で
層

状
の

構
造

が
見

ら
れ

る
と
き
，

そ
の

切
り
口

の
線

を
層

理
と
い
い
，
面
を

層
理

面
ま
た
は
地

層
面

と
い
う
．

成
層

，
成

層
面

と
同

じ
．

…
…

こ
れ

を
地

層
と

い
い
，
こ
の

よ
う
に
分

層
す
る
事

を
層

理
と

い
い
，
…

…

地
層

内
で
の

鉱
物

粒
子

，
岩

石
片

な
ど
の

層
状

の
配

列
を
層

理
と
い
う
．

地
層

が
累

重
し
て
一

定
方

向
に
層

状
を
な

し
た
状

態

堆
積

過
程

中
に
お
け

る
堆

積
物

質
の

変
化

ま
た
は

堆
積

条
件

の
変

化
に
よ
っ
て
，
堆

積
物

の
内

部
に
生

ず
る
成

層
構

造
．
成

層
に
同

じ
．

堆
積

物
内

の
成

層
構

造
．

成
層

，
成

層
面

堆
積

過
程

中
に
お
け

る
堆

積
物

質
の

変
化

ま
た
は

堆
積

条
件

の
変

化
に
よ
っ
て
，
堆

積
物

の
内

部
に
生

ず
る
成

層
構

造
．
成

層
に
同

じ
．

層
理

は
す
べ

て
の

層
状

堆
積

を
す
る
岩

石
の

配
列

状
態

．

層
理

は
堆

積
岩

な
ど

の
石

材
の

堆
積

面
を

い
う
．

△

葉
理

la
m

in
a,

la
m

in
at

io
n

△
-

一
つ
の

地
層

の
中

に
多

少
の

泥
粒

の
変

化
や

不
純

物
の

含
ま

れ
方

な
ど
で
薄

い
何

枚
か

の
縞

目
の

見
え

る
こ
と
が
あ
る
．
こ
の

一
つ
一

つ
の

縞
目

を
葉

理
と
い
い
…

…

-

粒
度

の
変

化
や

不
純

物
の

含
み

方
の

差
に
よ
っ
て
見

ら
れ

る
地

層
中

の
細

か
い

し
ま
め
．

葉
層

が
示

す
層

理
を

い
う
．

-

→
ラ
ミ
ナ

（
筆

者
註

：
参

照
場

所
を
示

し
て
い
る
）

-

異
種

の
鉱

物
が

片
理

に
平

行
な
層

へ
分

離
し
た
結

果
に
よ
り

得
ら
れ

る
．
多

少
薄

片
状

に
な
っ
た
構

造
．

地
層

中
で
肉

眼
的

に
観

察
で
き
る
成

層
構

造
の

う
ち
最

小
の

も
の

．

葉
理

は
葉

層
が

示
す

層
理

で
，
地

層
の

中
で
1
c
m
以

下
の

層
状

の
も
の

．
-

岩
石

の
薄

片
状

に
剥

離
す
る
こ
と
．

片
理

sc
hi

sto
sit

y
結

晶
片

岩
に
特

に
著

し
く
發

達
す
る
平

行
構

造
を
云

う
．

△

→
変

成
岩

の
組
織

（
筆

者
註

：
参

照
場

所
を
示
し
て
い
る
）

動
力

変
成

岩
に
発

達
す
る
平

行
構

造
結

晶
片

岩
に
見

ら
れ

る
よ
う
な
，
薄

板
を
重

ね
た
よ
う
に
，
平

行
な

面
が

重
な
っ
た
組

織
．

板
状

・
柱

状
・
針

状
の

鉱
物

が
一

定
方

向
に
配

列
す
る
た
め

に
，
岩

石
が

平
行

に
割

れ
や

す
く
な
っ
た

構
造

．

結
晶

片
岩

が
片

状
に

剥
げ
る
性

質
柱

状
・
針

状
ま
た
は

板
状

・
鱗

片
状

の
結

晶
が

一
定

方
向

に
配

列
し
て
生

ず
る
線

状
ま
た
は

面
状

の
構

造
．

板
状

・
柱
状

．
針

状
の

鉱
物

が
一

定
方

向
に
配

列
す
る
た
め

に
，
岩

石
が

平
行

に
割

れ
や

す
く
な
っ
た

構
造

．

動
力

変
成

岩
に
発

達
す
る
平

行
構

造
柱

状
・
針

状
ま
た
は

板
状

・
鱗

片
状

の
結

晶
が

一
定

方
向

に
配

列
し
て
生

ず
る
線

状
ま
た
は

面
状

の
構

造
．

薄
い
葉

状
ま
た
は

レ
ン
ズ
状

に
分

か
れ

る
よ
う
な
葉

状
岩

の
組

織
．

-
葉

片
状

の
岩

石
を
薄

片
若

く
は

扁
桃

状
に

割
り
得

る
性

質
．

剥
理

fis
sil

ity
-

-
-

岩
石

が
一

定
の

方
向

に
裂

開
す
る
性

質
-

△
-

△
-

△
△

△
-

△

流
理
（
構
造
）

flo
w

 te
xt

ur
e,

flo
w

 st
ru

ct
ur

e
「
流

狀
構

造
」
の

同
義

語
．

-

→
火

成
岩

の
内
部

構
造

：
火

山
岩

で
は

斑
晶

の
鉱

物
や
石

基
の

長
石

な
ど
が

，
あ
る
方

向
に
規

則
正

し
く
配
列
す
る
こ
と
が

よ
く
あ
る
が
，
こ
れ

は
流

理
で
あ
る
．

（
筆

者
註

：
参

照
場

所
を
示

し
て
い
る
）

-
溶

岩
に
見

ら
れ

る
縞

模
様

で
，
溶

岩
が

流
動

し
た
た
め
に
生

じ
た
も
の

．

→
流

状
構

造
（
筆

者
註

：
参

照
場

所
を
示
し
て
い
る
）

-

火
成

岩
体

で
，
成

分
（
色

）
・
結

晶
度

・
組

織
・
構

造
（
気

泡
な

ど
）
を
こ
と
に
し
た
部

分
が

重
な
り
合

う
か

ま
た
は

柱
状

・
板

状
結

晶
が

ほ
ぼ

平
行

に
配

列
す
る
か

し
て
，

冷
却

時
に
お
け
る
マ

グ
マ
の

流
動

線
が

み
ら
れ

る
構

造
．

-
-

火
成

岩
体

で
，
成

分
（
色

）
・
結

晶
度

・
組

織
・
構

造
（
気

泡
な

ど
）
を
こ
と
に
し
た
部

分
が

重
な
り
合

う
か

，
ま
た
は

柱
状

・
板

状
結

晶
が

ほ
ぼ

平
行

に
配

列
す
る
か

し
て
，
冷

却
時

に
お
け

る
マ
グ
マ
の

流
動

線
が

み
ら
れ

る
構

造
．

火
成

岩
岩

石
学

で
は

流
状

組
織

と
同

様
に

使
用
し
て
い
る
．
特

に
熔

岩
の

場
合

に
は

流
れ

に
よ
っ
て
縞

状
と
な
る
際
に
用
い
ら

れ
る
．

-
△

節
理

jo
in

t
岩

石
に
発

達
す
る
割

目
兩

盤
の

動
き
の

伴
は

な
い
も
の
．

岩
石

に
そ
の

岩
石

特
有

の
割

れ
目

が
で
き

る
．
こ
れ

を
節

理
と
い

う
．

岩
石

に
で
き
た
割
目

で
，
割

れ
目

を
境

す
る
兩

盤
が

動
い
て
い

な
い
も
の

を
い
う
．

各
種

の
力

に
よ
つ
て

岩
石

体
内

に
生

じ
た

規
則

正
し
い
罅

（
ひ

び
）
．

岩
石

の
比

較
的

規
則

正
し
い
割

れ
目

．
岩

石
の

破
断

面
で
，

そ
の

面
に
沿

っ
て
両

側
が

変
位

し
て
い
な

い
も
の

．

天
然

の
岩

石
が

冷
却
し
た
と
き
，
あ
る
い

は
地

殻
の

変
動

に
よ

る
（
横

）
圧

力
に
よ
っ

て
起

る
剪

断
の

割
目

岩
石

中
の

明
り
ょ
う

な
割

れ
目

で
，
割

れ
目

の
面

に
平

行
な
方

向
へ

の
相

対
的

変
位

が
全

く
な
い
か

，
あ
っ
て
も
ご
く
わ

ず
か

な
も
の

．

岩
石

中
の

割
れ

目
．

そ
の

割
れ

目
の

両
側

の
岩

石
に
ず
れ

の
生

じ
て
い
な
い
も
の
．

各
種

の
力

に
よ
つ
て

岩
石

体
内

に
生

じ
た

規
則

正
し
い
罅

（
ひ

び
）
．

地
質

学
的

成
因

に
よ

る
岩

石
・
岩

盤
中

の
明

瞭
か

つ
平

滑
な
割

れ
目

で
，
割

れ
目

の
面

に
平

行
な
方

向
へ

の
相

対
的

変
位

が
み

ら
れ

な
い
か

，
あ
っ
て
も
ご
く
わ

ず
か

な
も
の
を
い
う
．

火
成

岩
体

の
冷

却
の

仕
方

に
よ
っ
て
体

積
が

収
縮

し
割

れ
目

が
で
き
る
．
ま
た
岩

体
の

動
き
に
よ
っ
て

も
割

れ
目

が
で
き

る
．
こ
れ

ら
の

割
れ

目
を
節

理
と
い
う
．

岩
石

の
中

に
見

ら
れ

る
ほ

ぼ
平

面
的

で
規

則
的

な
割

目
で
，
そ

の
両

側
の

部
分

が
そ

れ
に
沿

っ
て
ず
れ

動
い
て
い
な
い
も
の
，
ま

た
は

肉
眼

で
認

め
ら

れ
る
よ
う
な
ず
れ

の
な
い
も
の

を
節

理
と

い
う
．

火
成

，
水

成
，
變

成
の

執
れ

の
岩

石
に
て

も
認

め
ら
る
る
割

れ
目

に
し
て
多

く
は

急
斜

す
．

炭
理

cl
ea

t, 
cl

ee
t

石
炭

の
天

然
に
有

す
る
割

れ
目

を
言

ふ
．

-
-

石
炭

の
節

理
．
目

と
も
い
う
．

-

炭
層

の
層

理
に
対

し
て
垂

直
方

向
の

も
の

を
炭

理
，
ま
た
は

目
と
い
う
．

-

炭
塊

に
あ
る
割

れ
目

．
石

炭
の

割
目

．

-

炭
塊

に
あ
る
割

れ
目

．
-

-
△

石
理

te
xt

ur
e

「
組

織
」
の

同
義

語
．

岩
石

を
作

っ
て
い
る

鉱
物

の
集

合
状

態
に

よ
っ
て
生
ず
る
模
様

を
い
う
．

△

岩
石

の
組

織
（
俗

に
い
う
石

地
）
の

こ
と
．

-
△

岩
石

が
構

成
す
る
鉱

物
の

組
合

せ
や

集
合

の
組

織
の

状
態

△
△

岩
石

の
組

織
（
俗

に
い
う
石

地
）
の

こ
と
．

△
△

岩
石

の
組

織
の

こ
と
．

結
晶

度
，
結

晶
の

大
き
さ
，
結

晶
の

形
及

夫
等

相
互

の
關

係
等

に
よ
る
均

質
な
る

岩
石

の
肉

眼
的

乃
至

顯
微

鏡
的

外
觀

．

文
献

第
2
表
	
各
辞
書
類
で
の
用
語
解
説
の
抜
粋

	
�第
1
表
の
う
ち
，
解
説
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
用
語
集
等
）は
除
く
．
ま
た
，
20
~2
4
に
つ
い
て
は
，
書
名
は
異
な
る
が
一
種
の
増
補
改
訂
版
シ
リ
ー
ズ
で

記
述
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
，
最
新
の
木
下（
19
66
）か
ら
引
用
．
△
，
－
は
第
1
表
と
同
じ
．
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「理」の付く地質用語

第
3
表

　
「
『
理

』
の

付
く
地

質
用

語
」
の

初
期

の
使

用
例

用
語

著
者

文
献

出
版

時
期

同
左

（
西

暦
）

文
章

参
照

u
rl

備
考

雷
侠

児
（
著

）
，

瑪
高

温
（
口

訳
）
，

華
　

蘅
芳

（
筆

）
，

乙
骨

太
郎

乙
・
保

田
久

成
（
点

）
地

學
淺

釋
明

治
1
4
年

1
8
8
1

此
言

下
海

中
假

層
，

與
二

坡
岸

假
層

一
，

理
同

上
．

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
7
5
/
1
/
2
7

漢
文

に
対

し
て

の
訓

点
付

き
の

部
分

な
の

で
，

こ
れ

を
用

語
と

み
る

の
は

難
し

い
．

原
本

は
，

1
8
7
3
年

に
華

蘅
芳

が
筆

記
し

て
編

集
し

た
も

の
．

「
雷

侠
児

」
は

C
. 
L
ye

ll，
「
瑪

高
温

」
は

D
.J

. 
M

ac
go

w
an

の
こ

と
．

左
記

の
も

の
は

，
中

国
で

出
版

さ
れ

た
版

に
訓

点
が

付
け

ら
れ

，
日

本
向

け
に

出
版

さ
れ

た
も

の
(早

坂
, 
1
9
5
3
)．

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
富

士
」
及

び
説

明
書

（
富

士
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
0
年

1
8
8
7

…
…

常
ニ

成
層

理
（
ス

ト
ラ

チ
フ

ァ
イ

ド
ス

ラ
ク

チ
ー

ル
）
ヲ

呈
セ

リ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
6
6
2
_G

e
o
M

ap
_2

0
_3

5
_f

u
ji_

e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
1
9
ペ

ー
ジ

．
同

じ
ペ

ー
ジ

に
，

「
…

…
片

晶
理

〈
シ

ス
ト

ー
◇

◇
ス

ト
ラ

ク
チ

ー
ル

」
ヲ

呈
シ

…
…

」
と

い
う

文
章

も
あ

る
．

な
お

，
◇

は
読

み
取

り
で

き
な

い
部

分
．

長
濱

兼
吉

普
通

學
全

書
 第

廿
二

篇
　

地
質

學
新

書
明

治
2
5
年

1
8
9
2

…
…

頗
ル

薄
キ

層
理

集
疊

ス
ル

ヲ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
3
0
0
/
1
/
1
4

こ
の

文
書

の
前

段
に

，
「
成

層
岩

」
の

説
明

有
り

．

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
福

岡
」
及

び
説

明
書

（
福

岡
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
6
年

1
8
9
3

…
…

剥
離

シ
易

キ
層

理
ヲ

呈
シ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
7
8
9
_G

e
o
M

ap
_2

0
_8

3
_f

u
ku

o
ka

_e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
1
2
2
ペ

ー
ジ

．
玄

武
岩

の
説

明
に

使
わ

れ
て

い
る

．

脇
水

鐵
五

郎
新

式
普

通
　

鑛
物

學
教

科
書

明
治

2
8
年

1
8
9
5

…
…

必
ず

多
少

の
層

理
を

備
ふ

る
を

見
る

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
2
8
/
1
/
7
2

「
水

成
岩

」
の

説
明

で
使

わ
れ

て
い

る
．

和
田

維
四

郎
金

石
學

明
治

1
5
年

1
8
8
2

…
…

多
ク

ハ
晶

理
ア

リ
テ

殊
ニ

葉
理

多
シ

…
…

左
記

の
ほ

か
，

2
4
4
ペ

ー
ジ

（
重

晶
石

）
，

2
5
7
ペ

ー
ジ

（
螢

石
）
の

説
明

の
部

分
で

使
わ

れ
て

い
る

が
，

す
べ

て
鉱

物
の

形
状

に
関

す
る

も
の

．
ま

た
，

「
葉

理
泡

沸
石

」
(H

e
u
la

n
d
ai

te
)と

い
う

鉱
物

表
記

も
あ

る
．

初
版

は
明

治
9
年

だ
が

，
確

認
し

た
の

は
明

治
1
5
年

の
再

刷
．

な
お

，
明

治
1
9
年

版
（
三

刷
：

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
9
1
）
で

も
同

じ
表

現
が

な
さ

れ
て

い
る

．

小
宮

山
弘

道
啓

蒙
博

物
學

　
五

明
治

1
7
年

1
8
8
4

…
…

多
ク

ハ
晶

理
ア

リ
，

殊
ニ

葉
理

多
シ

ト
ス

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
1
2
8
/
1
/
3
8

左
記

の
ほ

か
に

も
螢

石
の

記
述

の
と

こ
ろ

で
使

わ
れ

て
い

る
．

大
塚

專
一

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
岡

山
」
及

び
説

明
書

（
岡

山
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
9
年

1
8
9
6

…
…

粘
板

岩
ハ

中
國

二
殊

二
著

明
ナ

ル
發

達
ヲ

得
タ

ル
薄

葉
理

ヲ
呈

ス
ル

岩
種

ナ
リ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
0
8
3
/
1
/
4
1

左
記

の
ほ

か
に

も
，

粘
板

岩
に

関
す

る
記

述
に

使
わ

れ
て

い
る

．

木
下

龜
城

小
坂

鑛
山

調
査

報
文

昭
和

5
年

1
9
3
0

…
…

三
米

以
上

ニ
達

シ
，

葉
理

著
シ

ク
發

達
シ

，
其

上
部

ハ
薄

キ
粘

土
層

ヲ
隔

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.g
sj

.jp
/
d
at

a/
re

p
-
gs

j/
N

o
1
0
7
.p

d
f

地
質

調
査

所
報

告
第

1
0
7
号

，
3
9
ペ

ー
ジ

．

今
井

半
次

郎
地

層
學

昭
和

6
年

1
9
3
1

…
…

前
者

は
表

面
平

滑
で

絹
糸

光
澤

を
呈

し
，

細
か

き
葉

理
を

有
し

て
往

々
デ

ユ
レ

ー
ン

を
挾

在
し

て
ゐ

る
が

，
…

…

3
3
2
ペ

ー
ジ

　
腐

植
岩

の
記

載
，

石
炭

に
関

す
る

も
の

．
4
1
0
ペ

ー
ジ

に
，

地
層

の
分

類
に

関
し

て
の

記
述

が
あ

り
，

"
L
am

in
ae

"
の

訳
に

「
葉

層
」
を

充
て

て
い

る
．

中
村

新
太

郎
始

生
代

及
び

原
生

代
昭

和
6
年

1
9
3
1

第
二

圖
は

カ
ン

ブ
リ

ア
時

代
の

褶
曲

と
葉

理
 (

fo
lia

ti
o
n
) 

の
方

向
を

表
は

し
…

…

1
2
ペ

ー
ジ

．
こ

の
ほ

か
1
1
, 
1
8
, 
2
7
ペ

ー
ジ

で
使

わ
れ

て
い

る
．

左
記

の
文

献
は

，
「
岩

波
講

座
 地

質
學

及
び

古
生

物
學

 礦
物

学
及

び
岩

石
學

 第
2
卷

 地
史

學
」
の

一
章

．

靑
山

信
雄

世
界

の
地

體
構

造
昭

和
8
年

1
9
3
3

…
…

其
の

上
に

は
葉

理
 F

o
lia

ti
o
n
 を

示
さ

な
い

水
成

岩
層

が
あ

る
．

1
0
ペ

ー
ジ

脚
注

部
分

．

小
林

貞
一

日
本

群
島

地
質

構
造

論
 中

巻
 前

篇
昭

和
2
3
年

1
9
4
8

…
…

互
層

に
は

葉
理

の
認

め
ら

れ
る

事
が

あ
る

．
1
2
4
ペ

ー
ジ

で
，

"
L
am

in
at

io
n
"
の

訳
と

し
て

充
て

た
こ

と
が

記
さ

れ
て

い
る

．
そ

の
他

に
も

，
2
0
8
, 
2
6
3
ペ

ー
ジ

で
使

わ
れ

て
い

る
．

小
林

貞
一

第
7
章

　
堆

積
と

地
層

昭
和

2
4
年

1
9
4
9

細
粒

岩
の

頻
繁

な
互

層
や

葉
理

の
内

に
は

泥
帶

で
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

も
の

が
少

く
な

い
．

「
地

学
概

論
 下

巻
」
の

一
章

．
確

認
で

き
た

の
は

，
第

3
版

（
1
9
4
9
年

）
，

4
8
ペ

ー
ジ

．
な

お
，

改
訂

第
8
版

（
1
9
5
2
年

）
で

は
か

な
り

章
構

成
が

変
わ

っ
て

い
る

が
，

左
記

と
同

一
の

説
明

文
が

7
9
ペ

ー
ジ

に
載

っ
て

い
る

．

大
塚

專
一

釜
石

四
近

鐵
鑛

床
地

質
調

査
報

文
明

治
2
6
年

1
8
9
3

赤
褐

色
ヲ

帶
ヒ

，
絲

光
ヲ

發
シ

，
片

理
ヲ

呈
シ

，
板

狀
ニ

剝
ケ

易
ク

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
4
7
2
9
4
/
1
/
2
1

脇
水

鐵
五

郎
新

式
普

通
　

鑛
物

學
教

科
書

明
治

2
8
年

1
8
9
5

之
と

同
合

分
に

し
て

片
理

を
失

ふ
て

塊
状

に
近

き
も

の
を

角
閃

岩
と

稱
す

．
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
2
8
/
1
/
7
1

大
塚

專
一

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
岡

山
」
及

び
説

明
書

（
岡

山
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
9
年

1
8
9
6

…
…

壓
搾

力
ヲ

受
ケ

片
理

ヲ
呈

ス
，

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
0
8
3
/
1
/
2
9

農
商

務
省

地
質

調
査

所
百

萬
分

一
 大

日
本

帝
國

地
質

圖
説

明
明

治
3
3
年

1
9
0
0

…
…

花
崗

岩
狀

ニ
集

合
シ

，
片

理
ノ

發
育

ニ
從

ヒ
テ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
3
0
6
5
/
1
/
3
0

左
記

の
ほ

か
，

多
数

の
ペ

ー
ジ

で
使

用
さ

れ
て

い
る

．

層
理

葉
理

片
理

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
徳

島
」
及

び
説

明
書

（
徳

島
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
9
年

1
8
9
6

…
…

共
ニ

質
堅

キ
モ

剝
理

ヲ
呈

シ
，

破
レ

目
多

ク
シ

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
5
0
3
8
/
1
/
6
4

「
結

晶
剥

岩
」
の

説
明

文
．

小
川

琢
治

臺
灣

諸
島

誌
明

治
2
9
年

1
8
9
6

片
岩

　
光

澤
あ

り
，

剝
理

 F
o
lia

ti
o
n
 を

有
し

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
9
1
5
0
6
/
1
/
5
5

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
濱

田
」
及

び
説

明
書

（
濱

田
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
3
0
年

1
8
9
7

…
…

常
ニ

剝
理

ヲ
呈

ス
ル

岩
磐

ト
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
9
5
1
/
1
/
1
5

山
崎

直
方

岩
石

學
教

科
書

明
治

3
2
年

1
8
9
9

…
…

雲
母

片
麻

岩
ニ

シ
テ

，
葉

片
狀

ノ
剝

理
ヲ

有
シ

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
8
2
/
1
/
1
0
0

こ
の

ほ
か

数
カ

所
で

使
用

さ
れ

て
い

る
．

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
横

濱
」
及

び
説

明
書

（
横

濱
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
1
7
年

1
8
8
4

…
…

晶
体

モ
均

シ
ク

其
方

向
ニ

從
ヒ

流
理

ス
…

…
h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
6
6
6
_G

e
o
M

ap
_2

0
_3

6
_y

o
ko

h
am

a_
e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
1
3
ペ

ー
ジ

．
丹

沢
山

地
の

緑
色

凝
灰

岩
に

つ
い

て
の

説
明

．

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
富

士
」
及

び
説

明
書

（
富

士
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
0
年

1
8
8
7

…
…

概
子

針
狀

ノ
長

石
ヨ

リ
成

リ
流

理
（
フ

◆
イ

タ
・
ス

ト
ラ

ク
チ

ー
ル

）
ヲ

呈
ス

 斑
理

的
長

石
ハ

…
…

（
註

：
◆

は
読

み
取

れ
な

い
文

字
）

h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
6
6
2
_G

e
o
M

ap
_2

0
_3

5
_f

u
ji_

e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
4
4
-
4
5
ペ

ー
ジ

．
「
斑

理
」
と

い
う

用
語

も
使

わ
れ

て
い

る
．

…
…

斑
理

的
ノ

正
分

子
ニ

乏
ク

シ
テ

石
基

ニ
富

ミ
流

理
ヲ

呈
シ

板
狀

ニ
剝

殺
シ

易
キ

モ
ノ

是
ナ

リ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
4
0
/
1
/
5
3

…
…

概
子

暗
褐

色
ヲ

帶
ビ

流
理

ヲ
呈

シ
漆

ノ
如

ク
黑

キ
黒

曜
石

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
4
0
/
1
/
5
9

脇
水

鐵
五

郎
新

式
普

通
　

鑛
物

學
教

科
書

明
治

2
8
年

1
8
9
5

…
…

此
等

の
微

晶
は

或
一

方
の

方
向

に
排

列
せ

ら
れ

て
恰

も
流

れ
た

る
が

如
き

を
呈

す
(流

理
)…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
2
8
/
1
/
6
9

富
士

谷
孝

雄
（
著

）
，

原
田

豊
吉

（
閲

）
地

學
要

略
 巻

之
一

明
治

1
6
年

1
8
8
3

(節
理

) 
層

面
ノ

外
尙

岩
石

中
ニ

劃
面

ヲ
呈

ス
ル

ヿ
ア

リ
之

ヲ
節

理
ト

云
フ

（
註

：
「
ヿ

」
は

合
字

で
，

「
こ

と
」
と

読
む

）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
8
5
/
1
/
3
0

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
横

濱
」
及

び
説

明
書

（
横

濱
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
1
7
年

1
8
8
4

…
…

石
英

閃
綠

岩
ニ

現
ル

ヽ
節

理
ニ

就
テ

述
ン

 偖
テ

此
節

理
ハ

即
チ

岩
石

中
ニ

存
ス

ル
罅

隙
ニ

シ
テ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
6
6
6
_G

e
o
M

ap
_2

0
_3

6
_y

o
ko

h
am

a_
e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
1
8
ペ

ー
ジ

．

山
田

　
皓

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
前

橋
」
及

び
説

明
書

（
前

橋
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
1
9
年

1
8
8
6

…
…

赭
褐

色
ヲ

帶
ヒ

夥
多

ノ
節

理
ヲ

存
シ

不
齊

ノ
方

形
ニ

分
割

ス
ル

ノ
性

ア
ル

カ
故

ニ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
0
7
2
/
1
/
1
3

…
…

其
中

多
少

皆
節

理
ト

稱
ス

ル
，

一
種

ノ
開

劈
面

ア
リ

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
3
4
1
/
1
/
2
2
1

…
…

石
灰

石
ハ

節
理

劈
面

等
ニ

富
ム

ヲ
以

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
3
4
1
/
1
/
2
3
3

齊
藤

　
生

石
炭

と
其

試
驗

法
明

治
3
3
年

1
9
0
0

…
…

炭
理

ハ
堅

質
木

狀
又

ハ
土

狀
ナ

リ
褐

炭
の

性
状

の
説

明
文

．

（
著

者
名

記
載

な
し

）
石

炭
の

撿
査

法
明

治
3
4
年

1
9
0
1

…
…

炭
理

は
堅

質
木

狀
又

は
土

狀
な

り
褐

炭
の

性
状

の
説

明
文

．

三
川

一
一

採
炭

學
 上

大
正

1
0
年

1
9
2
1

炭
理

 石
炭

は
炭

層
內

に
て

多
く
は

層
面

に
直

角
を

な
す

所
の

細
密

な
る

龜
裂

を
有

し
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
6
0
4
2
7
/
1
/
3
0

炭
理

に
関

し
て

一
項

目
立

て
て

説
明

し
て

い
る

．

三
川

一
一

採
炭

學
 中

大
正

1
1
年

1
9
2
2

…
…

切
場

面
を

炭
理

に
平

行
せ

し
む

る
と

き
は

，
天

井
に

存
す

る
岩

石
の

節
理

も
亦

切
場

面
に

平
行

と
な

る
を

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
6
0
4
2
8
/
1
/
3
2

炭
理

と
節

理
を

使
い

分
け

て
い

る
．

齋
藤

時
泰

・
床

井
　

弘
(編

),
榊

原
芳

野
(訂

)
日

本
地

誌
略

物
産

辮
 巻

一
明

治
8
年

1
8
7
5

○
小

松
原

石
　

…
…

其
質

頗
ル

堅
ク

シ
テ

，
石

理
粗

シ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
7
6
2
6
5
9
/
1
/
4
3

土
方

幸
勝

(編
)，

田
中

義
廉

(閲
)

日
本

地
誌

略
物

産
解

明
治

9
年

1
8
7
6

○
小

松
原

石
　

…
…

其
質

頗
る

堅
く
し

て
石

理
密

な
り

…
…

○
磐

城
石

　
…

…
其

質
脆

く
石

理
粗

に
し

て
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
7
6
2
6
5
6
/
1
/
2
0

…
…

其
石

質
ヲ

撿
ス

ル
ニ

下
層

ノ
石

理
ハ

上
層

ノ
上

部
ニ

類
似

シ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
9
5
2
/
1
/
1
9

石
理

ハ
(一

)緻
密

ナ
ル

ア
リ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
9
5
2
/
1
/
2
0

「
紋

理
」
に

「
ボ

リ
フ

井
リ

ツ
ク

」
と

い
う

ル
ビ

が
ふ

ら
れ

て
い

る
が

，
p
o
rp

h
yr

it
ic

の
こ

と
だ

ろ
う

か
？

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
横

濱
」
及

び
説

明
書

（
横

濱
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
1
7
年

1
8
8
4

…
…

一
種

特
異

ノ
板

狀
ヲ

呈
シ

石
理

尤
モ

緻
密

ニ
シ

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
6
6
6
_G

e
o
M

ap
_2

0
_3

6
_y

o
ko

h
am

a_
e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
3
1
ペ

ー
ジ

．

…
…

石
理

ハ
緻

密
ナ

ル
ア

リ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
0
7
9
/
1
/
1
6

…
…

石
理

均
一

ニ
シ

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
0
7
9
/
1
/
2
6

關
藤

成
緒

（
訳

）
百

科
全

書
 地

文
學

明
治

1
0
年

1
8
7
7

…
…

或
ハ

脈
理

廣
帶

ノ
狀

ヲ
ナ

シ
テ

諸
石

層
ヲ

穿
貫

シ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
9
9
2
3
6
/
1
/
1
0

1
5
ペ

ー
ジ

．

ア
ー

キ
バ

ル
ト

・
ゲ

ー
キ

ー
（
著

）
，

島
田

　
豊

（
訳

）
地

文
學

 下
巻

明
治

2
0
年

1
8
8
7

…
…

大
陸

ノ
脈

理
ト

同
起

シ
テ

該
大

陸
ノ

軸
線

即
チ

脊
骨

ヲ
組

成
ス

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
3
3
3
/
1
/
1
7

園
田

賚
四

郎
 （

訳
編

）
新

撰
百

科
全

書
 地

文
學

 
明

治
2
3
年

1
8
9
0

…
…

大
陸

ノ
脈

理
ト

同
起

シ
該

大
陸

ノ
軸

線
即

チ
脊

骨
ヲ

組
成

ス
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
3
3
6
/
1
/
5
7

石
川

貞
治

・
横

山
壮

次
郎

北
海

道
廳

地
質

調
査

　
鑛

物
調

査
報

文
明

治
2
7
年

1
8
9
4

…
…

高
サ

平
均

十
二

間
幅

四
十

間
脈

理
縱

橫
ニ

貫
通

シ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
5
1
/
1
/
4
0

脈
理

炭
理

石
理

エ
ド

マ
ン

ド
・
ナ

ウ
マ

ン
（
著

）
，

和
田

維
四

郎
（
訳

）
大

島
火

山
記

明
治

1
0
年

1
8
7
7

西
山

正
吾

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
伊

豆
」
及

び
説

明
書

（
伊

豆
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
1
7
年

1
8
8
4

熊
本

縣
管

内
豫

察
地

質
調

査
報

文
明

治
2
2
年

1
8
8
9

「
斑

理
」
と

い
う

用
語

も
使

わ
れ

て
い

る
．

節
理

ア
ー

キ
バ

ル
ト

・
ゲ

ー
キ

ー
(著

)，
富

士
谷

孝
雄

 (
訳

)
中

學
校

・
師

範
學

校
教

科
用

書
　

藝
氏

地
文

學
明

治
2
0
年

1
8
8
7

鈴
木

　
敏

剥
理

流
理

第
3
表
	
「『
理
』の
付
く
地
質
用
語
」の
使
用
例

	
�各
用
語
（「
葉
理
」以
外
）に
つ
い
て
，
古
い
方
か
ら
4~
5
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
．
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
，
地
質
調
査
所
初
期
出
版
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で

確
認
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
U
RL
を
付
記
し
て
い
る
．
確
認
日
は
20
23
年
12
月
18
日
~1
2
月
26
日
の
間
．
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第
3
表

　
「
『
理

』
の

付
く
地

質
用

語
」
の

初
期

の
使

用
例

用
語

著
者

文
献

出
版

時
期

同
左

（
西

暦
）

文
章

参
照

u
rl

備
考

雷
侠

児
（
著

）
，

瑪
高

温
（
口

訳
）
，

華
蘅

芳
（
筆

）
，

乙
骨

太
郎

乙
・
保

田
久

成
（
点

）
地

學
淺

釋
明

治
1
4
年

1
8
8
1

此
言

下
海

中
假

層
，

與
二

坡
岸

假
層

一
，

理
同

上
．

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
7
5
/
1
/
2
7

漢
文

に
対

し
て

の
訓

点
付

き
の

部
分

な
の

で
，

こ
れ

を
用

語
と

み
る

の
は

難
し

い
．

原
本

は
，

1
8
7
3
年

に
華

蘅
芳

が
筆

記
し

て
編

集
し

た
も

の
．

「
雷

侠
児

」
は

C
. 
L
ye

ll，
「
瑪

高
温

」
は

D
.J

. 
M

ac
go

w
an

の
こ

と
．

左
記

の
も

の
は

，
中

国
で

出
版

さ
れ

た
版

に
訓

点
が

付
け

ら
れ

，
日

本
向

け
に

出
版

さ
れ

た
も

の
(早

坂
, 
1
9
5
3
)．

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
富

士
」
お

よ
び

説
明

書
（
富

士
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
0
年

1
8
8
7

…
…

常
ニ

成
層

理
（
ス

ト
ラ

チ
フ

ァ
イ

ド
ス

ラ
ク

チ
ー

ル
）
ヲ

呈
セ

リ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
6
6
2
_G

e
o
M

ap
_2

0
_3

5
_f

u
ji_

e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
1
9
ペ

ー
ジ

．
同

じ
ペ

ー
ジ

に
，

「
…

…
片

晶
理

〈
シ

ス
ト

ー
◇

◇
ス

ト
ラ

ク
チ

ー
ル

」
ヲ

呈
シ

…
…

」
と

い
う

文
章

も
あ

る
．

な
お

，
◇

は
読

み
取

り
で

き
な

い
部

分
．

長
濱

兼
吉

普
通

學
全

書
 第

廿
二

篇
　

地
質

學
新

書
明

治
2
5
年

1
8
9
2

…
…

頗
ル

薄
キ

層
理

集
疊

ス
ル

ヲ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
3
0
0
/
1
/
1
4

こ
の

文
書

の
前

段
に

，
「
成

層
岩

」
の

説
明

有
り

．

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
福

岡
」
お

よ
び

説
明

書
（
福

岡
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
6
年

1
8
9
3

…
…

剥
離

シ
易

キ
層

理
ヲ

呈
シ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
7
8
9
_G

e
o
M

ap
_2

0
_8

3
_f

u
ku

o
ka

_e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
1
2
2
ペ

ー
ジ

．
玄

武
岩

の
説

明
に

使
わ

れ
て

い
る

．

脇
水

鐵
五

郎
新

式
普

通
　

鑛
物

學
教

科
書

明
治

2
8
年

1
8
9
5

…
…

必
ず

多
少

の
層

理
を

備
ふ

る
を

見
る

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
2
8
/
1
/
7
2

「
水

成
岩

」
の

説
明

で
使

わ
れ

て
い

る
．

和
田

維
四

郎
金

石
學

明
治

1
5
年

1
8
8
2

…
…

多
ク

ハ
晶

理
ア

リ
テ

殊
ニ

葉
理

多
シ

…
…

左
記

の
ほ

か
，

2
4
4
ペ

ー
ジ

（
重

晶
石

）
，

2
5
7
ペ

ー
ジ

（
螢

石
）
の

説
明

の
部

分
で

使
わ

れ
て

い
る

が
，

す
べ

て
鉱

物
の

形
状

に
関

す
る

も
の

．
ま

た
，

「
葉

理
泡

沸
石

」
(H

e
u
la

n
d
ai

te
)と

い
う

鉱
物

表
記

も
あ

る
．

初
版

は
明

治
9
年

だ
が

，
確

認
し

た
の

は
明

治
1
5
年

の
再

刷
．

な
お

，
明

治
1
9
年

版
（
三

刷
：

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
9
1
）
で

も
同

じ
表

現
が

な
さ

れ
て

い
る

．

小
宮

山
弘

道
啓

蒙
博

物
學

　
五

明
治

1
7
年

1
8
8
4

…
…

多
ク

ハ
晶

理
ア

リ
，

殊
ニ

葉
理

多
シ

ト
ス

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
1
2
8
/
1
/
3
8

左
記

の
ほ

か
に

も
螢

石
の

記
述

の
と

こ
ろ

で
使

わ
れ

て
い

る
．

大
塚

專
一

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
岡

山
」
お

よ
び

説
明

書
（
岡

山
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
9
年

1
8
9
6

…
…

粘
板

岩
ハ

中
國

二
殊

二
著

明
ナ

ル
發

達
ヲ

得
タ

ル
薄

葉
理

ヲ
呈

ス
ル

岩
種

ナ
リ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
0
8
3
/
1
/
4
1

左
記

の
ほ

か
に

も
，

粘
板

岩
に

関
す

る
記

述
に

使
わ

れ
て

い
る

．

木
下

龜
城

小
坂

鑛
山

調
査

報
文

昭
和

5
年

1
9
3
0

…
…

三
米

以
上

ニ
達

シ
，

葉
理

著
シ

ク
發

達
シ

，
其

上
部

ハ
薄

キ
粘

土
層

ヲ
隔

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.g
sj

.jp
/
d
at

a/
re

p
-
gs

j/
N

o
1
0
7
.p

d
f

地
質

調
査

所
報

告
第

1
0
7
号

，
3
9
ペ

ー
ジ

．

今
井

半
次

郎
地

層
學

昭
和

6
年

1
9
3
1

…
…

前
者

は
表

面
平

滑
で

絹
糸

光
澤

を
呈

し
，

細
か

き
葉

理
を

有
し

て
往

々
デ

ユ
レ

ー
ン

を
挾

在
し

て
ゐ

る
が

，
…

…

3
3
2
ペ

ー
ジ

　
腐

植
岩

の
記

載
，

石
炭

に
関

す
る

も
の

．
4
1
0
ペ

ー
ジ

に
，

地
層

の
分

類
に

関
し

て
の

記
述

が
あ

り
，

"
L
am

in
ae

"
の

訳
に

「
葉

層
」
を

充
て

て
い

る
．

中
村

新
太

郎
始

生
代

及
び

原
生

代
昭

和
6
年

1
9
3
1

第
二

圖
は

カ
ン

ブ
リ

ア
時

代
の

褶
曲

と
葉

理
 (

fo
lia

ti
o
n
) 

の
方

向
を

表
は

し
…

…

1
2
ペ

ー
ジ

．
こ

の
ほ

か
1
1
, 
1
8
, 
2
7
ペ

ー
ジ

で
使

わ
れ

て
い

る
．

左
記

の
文

献
は

、
「
岩

波
講

座
 地

質
學

及
び

古
生

物
學

 礦
物

学
及

び
岩

石
學

 第
2
卷

 地
史

學
」
の

一
章

．

靑
山

信
雄

世
界

の
地

體
構

造
昭

和
8
年

1
9
3
3

…
…

其
の

上
に

は
葉

理
 F

o
lia

ti
o
n
 を

示
さ

な
い

水
成

岩
層

が
あ

る
．

1
0
ペ

ー
ジ

脚
注

部
分

．

小
林

貞
一

日
本

群
島

地
質

構
造

論
 中

巻
 前

篇
昭

和
2
3
年

1
9
4
8

…
…

互
層

に
は

葉
理

の
認

め
ら

れ
る

事
が

あ
る

．
1
2
4
ペ

ー
ジ

で
，

"
L
am

in
at

io
n
"
の

訳
と

し
て

充
て

た
こ

と
が

記
さ

れ
て

い
る

．
そ

の
他

に
も

，
2
0
8
, 
2
6
3
ペ

ー
ジ

で
使

わ
れ

て
い

る
．

小
林

貞
一

第
7
章

　
堆

積
と

地
層

昭
和

2
4
年

1
9
4
9

細
粒

岩
の

頻
繁

な
互

層
や

葉
理

の
内

に
は

泥
帶

で
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

も
の

が
少

く
な

い
．

「
地

学
概

論
 下

巻
」
の

一
章

．
確

認
で

き
た

の
は

，
第

3
版

（
1
9
4
9
年

）
，

4
8
ペ

ー
ジ

．
な

お
，

改
訂

第
8
版

（
1
9
5
2
年

）
で

は
か

な
り

章
構

成
が

変
わ

っ
て

い
る

が
，

左
記

と
同

一
の

説
明

文
が

7
9
ペ

ー
ジ

に
載

っ
て

い
る

．

大
塚

專
一

釜
石

四
近

鐵
鑛

床
地

質
調

査
報

文
明

治
2
6
年

1
8
9
3

赤
褐

色
ヲ

帶
ヒ

，
絲

光
ヲ

發
シ

，
片

理
ヲ

呈
シ

，
板

狀
ニ

剝
ケ

易
ク

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
4
7
2
9
4
/
1
/
2
1

脇
水

鐵
五

郎
新

式
普

通
　

鑛
物

學
教

科
書

明
治

2
8
年

1
8
9
5

之
と

同
合

分
に

し
て

片
理

を
失

ふ
て

塊
状

に
近

き
も

の
を

角
閃

岩
と

稱
す

．
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
2
8
/
1
/
7
1

大
塚

專
一

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
岡

山
」
お

よ
び

説
明

書
（
岡

山
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
9
年

1
8
9
6

…
…

壓
搾

力
ヲ

受
ケ

片
理

ヲ
呈

ス
，

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
0
8
3
/
1
/
2
9

農
商

務
省

地
質

調
査

所
百

萬
分

一
 大

日
本

帝
國

地
質

圖
説

明
書

明
治

3
3
年

1
9
0
0

…
…

花
崗

岩
狀

ニ
集

合
シ

，
片

理
ノ

發
育

ニ
從

ヒ
テ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
3
0
6
5
/
1
/
3
0

左
記

の
ほ

か
，

多
数

の
ペ

ー
ジ

で
使

用
さ

れ
て

い
る

．

層
理

葉
理

片
理

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
徳

島
」
及

び
説

明
書

（
徳

島
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
9
年

1
8
9
6

…
…

共
ニ

質
堅

キ
モ

剝
理

ヲ
呈

シ
，

破
レ

目
多

ク
シ

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
5
0
3
8
/
1
/
6
4

「
結

晶
剥

岩
」
の

説
明

文
．

小
川

琢
治

臺
灣

諸
島

誌
明

治
2
9
年

1
8
9
6

片
岩

　
光

澤
あ

り
，

剝
理

 F
o
lia

ti
o
n
 を

有
し

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
9
1
5
0
6
/
1
/
5
5

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
濱

田
」
及

び
説

明
書

（
濱

田
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
3
0
年

1
8
9
7

…
…

常
ニ

剝
理

ヲ
呈

ス
ル

岩
磐

ト
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
9
5
1
/
1
/
1
5

山
崎

直
方

岩
石

學
教

科
書

明
治

3
2
年

1
8
9
9

…
…

雲
母

片
麻

岩
ニ

シ
テ

，
葉

片
狀

ノ
剝

理
ヲ

有
シ

，
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
8
2
/
1
/
1
0
0

こ
の

ほ
か

数
カ

所
で

使
用

さ
れ

て
い

る
．

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
横

濱
」
及

び
説

明
書

（
横

濱
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
1
7
年

1
8
8
4

…
…

晶
体

モ
均

シ
ク

其
方

向
ニ

從
ヒ

流
理

ス
…

…
h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
6
6
6
_G

e
o
M

ap
_2

0
_3

6
_y

o
ko

h
am

a_
e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
1
3
ペ

ー
ジ

．
丹

沢
山

地
の

緑
色

凝
灰

岩
に

つ
い

て
の

説
明

．

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
富

士
」
及

び
説

明
書

（
富

士
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
2
0
年

1
8
8
7

…
…

概
子

針
狀

ノ
長

石
ヨ

リ
成

リ
流

理
（
フ

◆
イ

タ
・
ス

ト
ラ

ク
チ

ー
ル

）
ヲ

呈
ス

 斑
理

的
長

石
ハ

…
…

（
註

：
◆

は
読

み
取

れ
な

い
文

字
）

h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
6
6
2
_G

e
o
M

ap
_2

0
_3

5
_f

u
ji_

e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
4
4
-
4
5
ペ

ー
ジ

．
「
斑

理
」
と

い
う

用
語

も
使

わ
れ

て
い

る
．

…
…

斑
理

的
ノ

正
分

子
ニ

乏
ク

シ
テ

石
基

ニ
富

ミ
流

理
ヲ

呈
シ

板
狀

ニ
剝

殺
シ

易
キ

モ
ノ

是
ナ

リ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
4
0
/
1
/
5
3

…
…

概
子

暗
褐

色
ヲ

帶
ビ

流
理

ヲ
呈

シ
漆

ノ
如

ク
黑

キ
黒

曜
石

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
4
0
/
1
/
5
9

脇
水

鐵
五

郎
新

式
普

通
　

鑛
物

學
教

科
書

明
治

2
8
年

1
8
9
5

…
…

此
等

の
微

晶
は

或
一

方
の

方
向

に
排

列
せ

ら
れ

て
恰

も
流

れ
た

る
が

如
き

を
呈

す
(流

理
)…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
2
8
/
1
/
6
9

富
士

谷
孝

雄
（
著

）
，

原
田

豊
吉

（
閲

）
地

學
要

略
 巻

之
一

明
治

1
6
年

1
8
8
3

(節
理

) 
層

面
ノ

外
尙

岩
石

中
ニ

劃
面

ヲ
呈

ス
ル

ヿ
ア

リ
之

ヲ
節

理
ト

云
フ

（
註

：
「
ヿ

」
は

合
字

で
，

「
こ

と
」
と

読
む

）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
8
5
/
1
/
3
0

鈴
木

　
敏

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
横

濱
」
及

び
説

明
書

（
横

濱
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
1
7
年

1
8
8
4

…
…

石
英

閃
綠

岩
ニ

現
ル

ヽ
節

理
ニ

就
テ

述
ン

 偖
テ

此
節

理
ハ

即
チ

岩
石

中
ニ

存
ス

ル
罅

隙
ニ

シ
テ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
gb

an
k.

gs
j.j

p
/
ld

/
ap

p
/
d
ar

c
/
vi

e
w

e
r.
h
tm

l#
ra

re
b
o
o

k/
7
0
0
0
0
6
6
6
_G

e
o
M

ap
_2

0
_3

6
_y

o
ko

h
am

a_
e
xp

la
n
at

o
ry

te
xt

説
明

書
1
8
ペ

ー
ジ

．

山
田

　
皓

2
0
万

分
の

1
地

質
図

幅
「
前

橋
」
及

び
説

明
書

（
前

橋
圖

幅
地

質
説

明
書

）
明

治
1
9
年

1
8
8
6

…
…

赭
褐

色
ヲ

帶
ヒ

夥
多

ノ
節

理
ヲ

存
シ

不
齊

ノ
方

形
ニ

分
割

ス
ル

ノ
性

ア
ル

カ
故

ニ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
0
7
2
/
1
/
1
3

…
…

其
中

多
少

皆
節

理
ト

稱
ス

ル
，

一
種

ノ
開

劈
面

ア
リ

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
3
4
1
/
1
/
2
2
1

…
…

石
灰

石
ハ

節
理

劈
面

等
ニ

富
ム

ヲ
以

テ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
3
4
1
/
1
/
2
3
3

齊
藤

　
生

石
炭

と
其

試
驗

法
明

治
3
3
年

1
9
0
0

…
…

炭
理

ハ
堅

質
木

狀
又

ハ
土

狀
ナ

リ
褐

炭
の

性
状

の
説

明
文

．

（
著

者
名

記
載

な
し

）
石

炭
の

撿
査

法
明

治
3
4
年

1
9
0
1

…
…

炭
理

は
堅

質
木

狀
又

は
土

狀
な

り
褐

炭
の

性
状

の
説

明
文

．

三
川

一
一

採
炭

學
 上

大
正

1
0
年

1
9
2
1

炭
理

 石
炭

は
炭

層
內

に
て

多
く
は

層
面

に
直

角
を

な
す

所
の

細
密

な
る

龜
裂

を
有

し
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
6
0
4
2
7
/
1
/
3
0

炭
理

に
関

し
て

一
項

目
立

て
て

説
明

し
て

い
る

．

三
川

一
一

採
炭

學
 中

大
正

1
1
年

1
9
2
2

…
…

切
場

面
を

炭
理

に
平

行
せ

し
む

る
と

き
は

，
天

井
に

存
す

る
岩

石
の

節
理

も
亦

切
場

面
に

平
行

と
な

る
を

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
6
0
4
2
8
/
1
/
3
2

炭
理

と
節

理
を

使
い

分
け

て
い

る
．

齋
藤

時
泰

・
床

井
　

弘
(編

),
榊

原
芳

野
(訂

)
日

本
地

誌
略

物
産

辮
 巻

一
明

治
8
年

1
8
7
5

○
小

松
原

石
　

…
…

其
質

頗
ル

堅
ク

シ
テ

，
石

理
粗

シ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
7
6
2
6
5
9
/
1
/
4
3

土
方

幸
勝

(編
)，

田
中

義
廉

(閲
)

日
本

地
誌

略
物

産
解

明
治

9
年

1
8
7
6

○
小

松
原

石
　

…
…

其
質

頗
る

堅
く
し

て
石

理
密

な
り

…
…

○
磐

城
石

　
…

…
其

質
脆

く
石

理
粗

に
し

て
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
7
6
2
6
5
6
/
1
/
2
0

…
…

其
石

質
ヲ

撿
ス

ル
ニ

下
層

ノ
石

理
ハ

上
層

ノ
上

部
ニ

類
似

シ
…

…
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
9
5
2
/
1
/
1
9

石
理

ハ
(一

)緻
密

ナ
ル

ア
リ

…
…

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
4
9
5
2
/
1
/
2
0

「
紋

理
」
に

「
ボ

リ
フ

井
リ

ツ
ク

」
と

い
う

ル
ビ

が
ふ

ら
れ

て
い

る
が

，
p
o
rp

h
yr

it
ic

の
こ

と
だ

ろ
う

か
？

鈴
木
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で見つかった最古の「片理」は釜石付近の地質調査報告書

（大塚，1893），「剥理」は地質図幅「徳島」の説明書（鈴木，

1896）にあります．共に地質調査所の職員であった大塚氏

と鈴木氏（後の第三代地質調査所長）が，結晶片岩を記載

するにあたって，それぞれで言葉を使い分けているように

見えるのが大変興味深いです．用語の使い方に対して，お

二方には何かしらの信念があってのことだったのでしょう

か．

なお，小川（1896）は“Foliation”の訳語に「剥理」を充て

ており，ここにも用語の使い方の揺れが見られます．

4. 4　流理（りゅうり）
「流理」は，主に火成岩の組織・構造に対して使われる用

語ですが，第 2 表に示したように，辞書類によって，岩石内

部の鉱物の配列を指している場合（微視的）と溶岩表面に浮

き出た模様・構造を指している場合（巨視的）とがあるよう

です．GSJ ウェブサイトの流紋岩の流理（https://gbank.gsj.

jp/geowords/picture/photo/rhyolite.html　閲覧日：2023

年 12 月 21 日）は，どちらかといえば後者の方の例になり

ます．

第 3 表に示したように，NDL での検索で最古のものとし

て，地質図幅「横濱」の説明書（鈴木，1884）が検索され，

丹沢山地の岩石（緑色凝灰岩）中に見られる鉱物の配列の記

載用語として使われています．それ以降，火山岩類の組織

記載に使われるようになっています．

なお，現在では「流理」単独で使われることは少ないよう

に思いますが，使用され始めたころはそうでもなかったこ

とがわかります．これは，文語的表現の文章であれば，「流

理」単独でも表現上の違和感が少ない，ということなのか

もしれません．

4. 5　節理（せつり）
「節理」は，岩石中に生じた，変位がないあるいは極め

て微小な割目のことです．節理の実例については，佐脇

（2022）や GSJ ウェブサイトの柱状節理の写真（https://

gbank.gsj.jp/geowords/picture/photo/basalt_columnar_

joint.html，https://gbank.gsj.jp/geowords/picture/photo/

rhyolite_columnar_joint.html　閲覧日：2023 年 12 月 21

日）を参照してください．

「節理」の初出に関しては明確のようで，歌代ほか

（1978）に富士谷・原田（1883）が最初に使用したことが書

かれています．確認のため NDL で検索したところ，第 3 表

に示した通りやはりこれが一番古く，次いで地質図幅の説

明書での使用例がありました（鈴木，1884；山田，1886）． 

p. 25），高橋（1919，p. 352）など，戦前から“Lamina”，

“Laminae”の訳語として「片葉」，「薄層」，「葉層」といった用

語を充てた例は見つかりましたが，「葉理」を“Lamination”

の訳語として充て，現在のような「地層内の薄い層状構造」

という意味合いで使った最も古い例は，どうやら戦後に

なってからの小林（1948，1949）であることがわかりまし

た．これらの事例から，「葉理」は，最初鉱物についての記

載用語から始まり，岩石が薄く割れるという性状の記載用

語に転用されるようになり，現在は薄い層状構造を意味す

る記載用語になった，即ち他の用語に比べて複雑な経緯を

持ち，いろいろな「もの」の記載に使われてきたということ

が言えます．

なお，本節の本題からは外れますが，現在は使われてい

ない鉱物の記載用語として，和田（1882）等には「葉理」と

並んで「晶理」という表現もあります．現在これに対応する

用語がはっきりしませんが，「葉理」よりも大きい間隔で明

瞭な割れ目を見せている劈開のことを指しているのかもし

れません．また，杉邨（1878，巻之五，p. 73）には，先に

示した「紋理」が見出されました．さらに，益富（1957，p. 

30）には，本草書にある石薬についての表現として「文理」，

「縦理」，「横理」を挙げており，それぞれ「組織または模様」，

「縦の劈開性」，「横の劈開性」のことを意味すると記してい

ます．鉱物学の用語に「理」を使い始めたきっかけは，漢字

の字義と共に，この本草書の影響があるのかもしれません．

4. 3　片理（へんり）及び剥理（はくり）
これらは共に，主に変成岩，特に結晶片岩に対して使わ

れる言葉ですので，二つを合わせて記します．なお，片理

の実例については，佐脇（2022）や GSJ ウェブサイトの片

岩 の 写 真（https://gbank.gsj.jp/geowords/picture/photo/

greenschist.html，https://gbank.gsj.jp/geowords/picture/

photo/blackschist.html　閲覧日：2023 年 12 月 21 日）な

どをご覧ください．

柴田（1876，p. 45–46）には，粘土質板石（スレートのこ

とか？）と雲母板石（雲母片岩のことか？）とを比較して，

「……粘土質板石ト雲母板石トハ之ヲ分割シテ薄片トナラ

シムヘキ特性ヲ有シ……」という表現があります．また，

鈴木（1887，p. 19）には「片晶理」という用語が出てきま

すが，これは鈴木（2005）にある「晶出片理（crystallization 

schistosity）：鉱物粒が規則的な配列をした変成岩の片理」

のことを言っているのかもしれません．

しかしながら，NDL での検索結果では，明確に「片理」，

「剥理」という用語が出てくるのは，どうやら 1890 年代に

入ってからのようです．第 3 表に示したように，現時点
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なお，歌代ほか（1978）には，「『節理』は文字通りには

『物事の道理』であるが，物の表面にあらわれた模様をいう

用法も古くからあり」という記述があります．一種の言葉

の転用により使われるようになった記載用語と言えましょ

うか．

4. 6　炭理（たんり）
「炭理」は，第 2 表にあるように，炭層中の節理・割れ

目のこととされています．明治初期の石炭に関する文書と

しては，1879 年（明治 12 年，脱稿は明治 7 年）出版の〈石

炭篇〉（大鳥，1879），1880 年（明治 13 年）出版の〈坑業

要説 四篇（煤坑術）〉（吉井，1880）などがありますが，「炭

理」に相当する用語は見当たりません．なお，吉井（1880）

には，炭層の構造に関係した用語として，差
フヲールツ

縫（＝断層，p. 

437），石
ダ イ ク

壁（＝岩脈，p. 441）などがあり，ここにも翻訳作

業の苦労が見て取れます．

第 3 表にあるように，NDL での検索ではこれまでの他の

用語よりも遅く，1900 年の資料で初めて見出されました

（齊藤，1900）．しかしながら，その使い方を見ると，上述

の節理・割れ目のことではなく，褐炭の表面の状態，様子を

表す用語として使われているようです．それから若干時間

をおいて，三川（1921，1922）の採炭学の文献が見つかり

ましたが，こちらでは明確に節理・割れ目の意味で定義さ

れています．ここで「炭理」の再定義がなされた可能性が有

ります．ただし，「炭理」を含む文献について，検索できた

数が意外に少ない印象を持っています．明治から 1960 年

代まで重要なエネルギー資源であった石炭に関しては，お

そらく非常に多くの文献が出版されているはずですので，

検索漏れがかなり多数あるのだろうと思います． 

なお，三川（1921），三川（1943，p. 28），岡（1939，p. 

91），太田（1952）などでは「炭
すみのめ

理」，「炭目」，「炭の目」な

どの用語も使われていることから，NDL でこれらの用語で

も検索もしてみましたが，上記よりも古い時期の確実な情

報は得られませんでした．また，岩崎（1910，p. 65），岩

崎（1922，p. 28），岩崎（1924，p. 139）では，一貫して

「割れ目」が使われていますが，これでは極めて一般的な言

葉になってしまい，検索上の絞り込みができないと判断し

て，これを使った検索は見送りました．

4. 7　石理（せきり）
「石理」は，岩石学的な研究を始めるにあたってまず最

初に行う，「岩石を観察する」という行為と切り離せない用

語です．ただし，現在の岩石学ではあまり使用されること

はない用語で，今では岩石組織，岩石構造などといわれる

ことが一般的です． 

第 3 表にある通り，NDL の検索で地質学的な用語として

最初に見つかったのは 1877 年のナウマン及び和田維四郎

による大島の調査報告書（ナウマン・和田，1877）で，そ

れに引き続いて地質図幅の説明書でも使われています（鈴

木，1884；西山，1884）．

一方で，同じ時期の各地の物産品紹介の一覧（齋藤ほか，

1875；土方ほか，1876）にも「石理」が使用されており，こ

ちらは地質学的な記載用語としての使われ方ではなく，石

材の見た目，表面の状態を示している感じです．これは，

「節理」のところで記したように，「理」には「すじめ」以外に

も「きめ」といった表面の模様を示す意味もあり，「木理」，

「肌理」，あるいは初期の「炭理」など同様に，当時は岩石の

表面の状態を表す言葉として一般的に使われていたのでは

ないかと想像されます．また，神保（1896，p. 33）には同

様の表現として「第三　岩石ノはだ（石理）」という章があ

り，岩石中に見られる組織・構造の解説がなされています．

以上を踏まえると，「石理」もやはり一種の用語の転用によ

るものだと言えそうです．

4. 8　脈理（みゃくり）
飯島・加藤（1978，p. 233）には「脈理」という言葉が掲

載されています．白い石英脈が岩石中を貫いているような

状態を指す言葉のようですが，他の地質学用語の辞書類に

は載っていないため，第 1 表，第 2 表には示していませ

ん．即ち，現代では地質学用語としてはほぼ使われていな

いと思います．しかし，ガラス工学では重要な用語のよう

であり，崎川ほか（1983）には Striae の訳語として収録さ

れ，ガラス生地本体と屈折率を異にする部分で，一種のガ

ラスの欠陥を表現するための用語となっています．

さて，「脈理」について NDL で 1900 年までの文書を検

索したところ，植物学，薬学などの教科書がまず検索され

ましたが，その中に地質学関係のものも少数ながら見出

されました．第 3 表にあるように，關藤（1877），石川・

横山（1894）では岩脈の記述に用いられ，ゲーキー・島田

（1887），園田（1890）ではロッキー山脈の記述に使われて

います．このように，「脈理」というのは何かが別のものを

細長く貫いた感じを表している言葉であることはわかりま

す．ただし，これらの原語，即ち何という言葉から翻訳さ

れたかについての情報は見つけられませんでした．もしか

したら，植物学，薬学等で使われていた用語を転用したの

かもしれません．
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５.　おわりに

ふとした疑問から，「『理』の付く地質用語」に関して古い

資料を細かいところまで調べていくと，他の類似語や知ら

なかったことが芋づる式に見えてきて，学生時代から当た

り前と思って使ってきた地質用語が，「当たり前ではなかっ

た」時代があったことを再認識できました．さらには，小論

の主題とは外れますが，明治維新前，幕府により地質・鉱山

技師としてブレーク（Blake, W. P.），パンペリー（Pumpelly, 

R.）が招聘されてきたこと（今井，1966，p. 30），そして

その二人の名が共に鉱物名に使われていること（blakeite：

Frondel and Pough，1944；pumpellyite：Palache and 

Vassar，1925）ということも知ることができました．

なお，改めてここで注意していただきたいのは，小論で

取り扱った用語の初出を探すにあたり，これまで出版され

てきた全ての地質学の文献を検索できているわけではな

く，また NDL の文字検索機能にも限界があるので，どうし

ても検索の見落しは避けられません．例えば，地質調査所

初期出版資料デジタルアーカイブには 900 タイトル以上

の古い資料が含まれており，それらの中にもっと古い使用

例が見出される可能性は十分にあります．小論を読まれた

方で，もし興味を持たれた方があれば，是非いろいろな地

質学用語の発生の「源頭部」まで遡っていただければと思い

ます．

謝辞：業務部総務室図書担当の方々には，他の機関から古

い資料を取り寄せるにあたってお世話になりました．ここ

に記して，厚く感謝いたします．
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集部が？）取りまとめたものである旨が記されています．

注5	 �辞書類については，本文から付録・索引等のページ数が連続する場
合はその総ページ数を，索引・付録等が別立てのページ数となって
いる場合はそれらを除いた本文のみのページ数を示しました．また，
版，刷が奥付に明記されている場合は，その情報も書名に付記しまし
た．

注6	 �NDLから引用した文献のうち，第3表に載っていないものについて，
参照用のURLを付記しました．


